
春の暗ラーニング祭 研修レポート 
 

2016年3月12日、前回の「秋の暗ラーニング祭り」に続いて第2弾、「春の暗ラー

ニング祭り」が、海の中道青少年海の家にて開催されました。 

 

今回は、㈱アソウ・ヒューマニーセンター・㈱アソウ・アルファ・㈱麻生・麻生教

育サービス㈱ ・㈱日本メディカルプロパティマネジメントの5社から、計11名が受

講者として参加。「チームビルディング」をテーマに、成功するチーム作りを目標

としたワークを行いました。 

また、今回はより研修の内容を理解するための取り組みとして「PDCAシート」を

使用し、振り返りと実践を繰り返しながら、成功体験を体感できる構成となってい

ました。 

果たして、暗ラーニングは成功するチームビルディングにどう活かせるの

でしょうか。 

unlearn（アンラーン）とは一般には“学んだことを忘

れる”と訳されています。私たちはこれまでの教育や

経験によって多くの先入観や常識に縛られています。

そのため他人の事を自分の尺度で解釈し、時に理解し

あえないという事態が起こるのです。まずは既存の常

識をunlearnすることで、相手の立場を尊重した本質

的なコミュニケーションが実現できるのです。 



この研修の特徴の一つは、研修の殆どが体験型のワー

クであるということです。 

120分間の研修を通して、私たちはコミュニケーショ

ンの難しさ・そして今まで気づかなかったコミュニ

ケーションに必要なことに気付くことができるのです。 

  

では、どうやって気づくのか……？ そのヒントが、

もう一つの特徴です。 

暗ラーニングはどんな人に向いてるの？ 

暗ラーニングには対象年齢や性別などはありません。 

同じ社内でも、部署や年齢・性別が異なると何だか距

離を感じる……。普段からその距離感に悩んでいる方

もいるのではないでしょうか。 

暗ラーニングではアイシェードを使用し、「視えな

い」状態でワークを行います。 

人間の五感における知覚の中で、視覚は約80％を占め

ると言われ、情報のほとんどを目から取り込んでいま

す。 

つまり、私たちは視えている状態でも知らず知らずの

うちに視覚でコミュニケーションをとっているという

こと！ 

  

チームの全員が「視えない」状態の中、協力してワー

クに挑戦することにより、今まで気づかなかったコ

ミュニケーションの課題を発見することができるのが

この暗ラーニングなのです。 

互いに視えない状況の中で今まで持っていた先入観を

捨てることが、年齢・性別・国籍・部署・会社すべて

のコミュニケーションギャップを取り払うきっかけに

なります。 

社内外、部署や役職を越えた人間関係をもっと深めた

い、上司や部下とのコミュニケーションをもっと円滑

にしたい、そんなあなたにオススメです！ 

ゴールボールは、目隠しをしながら鈴の入ったボール

を転がし、ゴールに入れることで得点する視覚障害者

の球技で障害者スポーツの1つです。第2次世界大戦の

傷痍軍人のリハビリテーションとして考案され、ヨー

ロッパでは盛んに行われています。パラリンピック正

式種目です。日本では、1982年に競技の紹介がなされ、

1992年、財）日本身体障害者スポーツ協会により競技

規則の翻訳が行われ、ゴールボールの全国的な紹介が

なされています。 



春の暗ラーニング祭りでチームビルディングの極意は身につくのか？！ 

お二人に、日頃のチームビルディングについて聞いてみました！ 

世代や職務経験がまったく異なる方と一緒に仕事をする時、初対面だとどの

ようにアプローチしていいか分からず、打ち解けるまでに時間がかかってし

まいます。 

突然ですが・・・ ■事前インタビュー 

さん 

入社4年目 

業務内容：人材派遣の営業 
スタッフ管理 

さん 

入社2年目 

業務内容：人材派遣の営業 
スタッフ管理 

Question! チームワークが重要だと感じるのはどんな場面ですか？ 

Question! 業務の中で、チームワークについて困っていることは何ですか？ 

成果を出すために全体で取り組む時です。成果を出すためには目標設定が必

要ですが、チームのメンバーがそれぞれに目標を持っていては一丸となって

取り組むことができないので、チームワークが重要だと思います。 



参加者の声 

●ゴールボールを経験していたので、チームに「コツ」

を伝えて勝つことができました。仕事においても「コ

ツ」は存在するので、普段から共有していきたいと思い

ます。 

●その場の状況や、自分がどのように立ち振舞っている

かを俯瞰してみる必要性や、他チームの良い所を積極的

に取り入れることが重要だと感じました。 

今回はPDCAシートを使い、
振り返りと実践を繰り返しな
がら、成功するチーム作りに
必要なポイントを考えました。 

他チームが試合中も、練習に余念
がないチーム・あんり。 



さん 

さん 

研修を始めた時はよそよそしかった方も、研修を通して、声を出し、互いに情報共有でき

るようになっていました。 

チーム内で決めた目標や情報を共有すること、役割分担をすることにより、成果を出すた

めのチーム作りができていました。 

今回の研修において気づいたことを実際の仕事に活かしていただきたいと思いますし、私

自身も講師として研修を間近で見て気づいた点、再認識したことを生活に繋げていきます。 

参加者の声 

●チームメイトがそれぞれ異なる作業をしている場合、

メンバー間の報告は非常に大切であると感じました。 

●視えない中で物を口にするのは怖かったです。しかし

お互いに情報共有し合い、助け合うことで安心感を得ら

れました。 

研修を終えてみると、チーム
内外で打ち解け合い、交流す
る様子が見られました。暗
ラーニングの効果バツグン☆ 

視えない状態では、限られた手段でコミュニケーションを取らないといけません。 

今回の研修では、普段以上に頻繁に声を掛け合い、情報を発信・共有することで、チーム

ワークを深めていく様子が見られました。私自身もそれを見て、自身の情報発信の在り方

を考え直すきっかけとなりました。今後は講師として、皆さんにより多くの気づきを得て

いただけるよう、まずは私自身が相手に分かりやすく発信することを、普段から意識して

いきたいと思います。 

優勝は 

チーム・心眼！！ 



さん 

言葉のチョイスや語彙力など、相手により伝えるために自分に不足

している部分が分かりました。今後は、自分と立場や経験が違う

人々と仕事を行う際のチームワークにおいて、今回学んだ事(①相

手のことを理解する ②言葉を選ぶ ③役割分担をする ④情報共

有を行う ⑤PDCAを回す)を活かします。 

暗ラーニング研修を振り返って…… 

ほぼ初対面の中でうまくコミュニケーションが取れました。視えな

いからこそ多くの言葉を交わすことになり、通常よりも関係が深ま

りました。 

今後の業務では、自分本位にならず、相手の状況を考えて伝え方を

工夫しながら、失敗と成功を共有し、チームの関係性を築いていき

たいと思います。 

さん 
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今回のテーマはチームビルディング。 

会社や所属が違う、年齢も経験も考え方も違う、初対面の方同士でチームを組

み、数々のワークに挑戦していただきました。 

始めは遠慮していた人もいましたが、視えない状態のため、声を出して自己発

信をしないと前に進むことができません。次第に対話の量が増していき、さら

に伝え方・聴き方にも工夫が見られ、相手の立場を考えたコミュニケーション

が図れるようになりました。 

そして、今回初の試みとして、ＰＤＣＡサイクルシートを導入しました。結果

を検証し、勝つための改善策をメンバーで出し合い、それを目に見える形で共

有し、実践。自ら考えた作戦が奏功し、良い結果を出せたら嬉しさも倍増。研

修が進むにつれて、成功体験が積み上がり、確実にチーム力が高まっていきま

した。 

目標の共有、役割の明確化、相手の理解、PDCA回し…など、成果を出せるチー

ムに必要なことを体感できる研修となりました。この研修での気づきを活かし、

実現場でも「強いチーム」を築いていただきたいと願います。 

講師‣井上 歩さん 


